
ということで、やってきました！
岐阜県御

み

嵩
たけ

町
ちょう

の東海化成工業 !!

ここでウレタン製品を
作っているんですよね？

ようこそ～

ここではエンジンカバーや
ヘッドレスト、アームレストなどの
制遮音品・内装品を作っているんです

あ、あの…
制遮音品って、防振ゴムと
一緒ではないのですか…？
何が違うの…？ ええっ !?

制遮音品・内装品

制遮音品と防振ゴムは
全く違うよ !!

防振ゴム

知っているようで知らない

住友理工の仕事
第 4回　制遮音品・内装品

そうです

ウレタン事業部
伊藤

生産技術部
前村



よろしくお願いします

分かりやすくまとめると
こんな感じだよ

仕方ない
じゃあ簡単に説明しよう

制遮音品・内装品防振ゴム

・材料はゴム
・ゴムを型に充てんして
インジェクション（噴射充て
ん）で成形
・成形まで少し時間がかかる
・強度は高い

・材料は主にウレタン
・液状原料を型に流し込み
反応して 10～ 30倍に膨張、成形
・成形までの時間が短い
（1分半～ 3分半程度）
・強度は、防振ゴムほど高くない

防振ゴムの成形は
分かってる？

はい！ 型にはめて
作るのは知ってます

ウレタンは型に入れるけど
防振ゴムとちょっと製造方法が
違うんだ

簡単だけどこんな流れに
なるんだよ

①金型を作る

②型に ISO（ポリイソシアネート）と
POL（ポリオール）を混ぜて注入

③２種類の液状原料を混ぜると
約10倍に膨らみ発泡固体化

④発泡が完了してできあがり！

簡単そうに見えるけど、型に離型剤を吹き付けたり、
部品をセットしたり、バリを除去したり、製品検査など
機械と人が分担して効率的に安定した品質の製品を
生産しているんだよ。
あと、当社の製品のポイントは「一体成形」。
つまり、ウレタンの膨張力・接着力で、部品や表皮と
接着するため、接着剤を使用しなくていいんです。
そのため、VOC（揮発性有機化合物）の排出量も
少ないんですよ……

な、なるほど
ウレタンの特性を
活用し、工夫を
しているんですね！



これがエンジンからの騒音を
低減するんですね？

まずは車の前方
ボンネットを開けたら見える
この部品

あ、
裏は柔らかい

ところで
私たち住友理工グループの
目指す姿は何かな？

あ
はい！知ってます！

ええと…“Global Excellent 
Manufacturing Company”

覚えててよかった…

私たちの作る制遮音品・内装品は
その中の「快適」に
大きく貢献しているんだよ

なるほど
具体的にはどんな面で快適さに
貢献されてるんですか？

いつも乗ってても
あまり気づかないな…

つまり「人・社会・地球の安全・安心・
快適に貢献する企業」です！

じゃあ、
一つずつ見ていこう

エンジンカバーは
とても分かりやすいです



エンジンカバーは
表面の樹脂部分にウレタンを
くっつけているんだ

だからさわると
柔らかいんだよ

樹脂

制遮音材

エンジンの騒音を低減して
「快適」にしているということですね

そのとおり！
防振ゴムとホースで少しは勉強しているね
では、もう一つ特長が分かるかな？

もう一つ？

ふふ、
では、内装品も見てみよう

「快適」な部分といえばここ

ヘッドレストや
座席の両側にあるアームレストに
ウレタンが使われているよ

ヘッドレスト

アームレスト

乗り心地を
試してみて

エンジン周りにある
ということは
高温に強いんですか？



わあ！
たしかにこれは「快適」に
貢献していますね
気持ちいいです！ でしょ！

これはどうやって
作るんですか？

さすが
いい質問だね

ヘッドレストはこんな感じで
作るんだよ

表面（表皮）を
縫製する

ステーをはめて
液状原料注入

ウレタン発泡

できあがり！

最後に発泡させるんだ！
だから布地と
ピッタリ一体化するんだー !!

乗り心地を快適にするために
ウレタンを使うっていうのは
わかったんですけど

もう一つの特長って、
衝撃などから人を守ることだったり
するのでしょうか？

ぶつけたときに
ウレタンが
衝撃吸収！

たしかに
そういう面もあるね

だけど他にも
ポイントがあるんだよ



ほら見てよ！
ちょっと
カッコよくない？

エッ

えーと…
ヘッドレストが
すごくにあってます！

ボクじゃなくて！
製品ですよ！

防振ゴムや自動車用ホースは
見えないところで活躍しているよね

一方
特に内装品は「見える」「触れる」製品だから
安全性だけでなく「デザイン性」や
肌触りなどの「快適性」がポイントなんだよ

なるほど
確かに見えるところだし
目立ちますもんね！

だから車種によっても違うし
運転席と後部座席では
形が異なっていたり

特別に内装が豪華な
バージョンがあったりするよね
高級なレザーとかね

多種多様な
バリエーションに
応えているんですね！



ウレタンの使われる場所や
利用の意図が少し理解できました

こちらからの質問なんですけど
ウレタンについて調べていて
放熱性防音材のMIF（磁気誘導発泡成形法）
という製品が気になったのですが…

おお！

MIFを知ってたか

それについては
私から答えましょう

電気自動車（EV）が
普及したり静かな車が
多くなってくると

これまで気にならなかった
モーター音がうるさく
聞こえるようになる

それを防いでいこう
という考えの製品なんだ

モーター MIF

普通のウレタンと
MIFの作り方は
こんな違いがあるんだよ

普通のウレタンは
ISOと POLを 混ぜると 発泡して膨らむ

MIF は
ISOと POLに
磁性体を加えて

混ぜる

そして上下方向に磁界を発生させると
加えた磁性体が磁界に沿って配列し、
一方向に熱の逃げ道ができる

磁性体
（熱伝導体）



80

モーターの
表面温度
℃

時間

30

50

MIF 有

モーターのみ

普通のウレタン
でカバー

熱

友井の
取材遠征は続く…!?

このMIFをモーターにつけることで
約 10dB（デシベル）騒音を
低減することができる
さらに、熱がモーターに溜まらないんだ

今
世界的に電気自動車（EV）や
水素自動車（FCV）へと
シフトする動きがある
エンジンがなくなって
モーターになれば
さらにMIFが利用される可能性がある

あとどれだけ技術が発達しても
「人」が乗る限りは内装品の
快適性・デザイン性は
追求されるからね

ええ !?
今度は埼玉 !!

すごい！
未来の車にもウレタンは
欠かせないんですね

岐阜県まで来て
お話聞けてよかったです！

いえいえ
次は埼玉らしいね
遠いけど頑張って！

熱 熱

熱 熱熱


